ESEBFMAT—FLIIIL—T BEHE

1 B B F29F8A9H (/K) 9:55~11:20

2 1B T ARFTS4EE 120845345 =
3 HESE
€3 8]

N % (BER) | AH BE. b F—
ESE A PED!

WHEERER. MBLE. EEHBE. EMKEL. BFEXL. BLXE4. BAR
7. TER. =&
(2% R/ (BHEH) ]
BIUKEEREEE
MEAZERBLE . LEER. ERRK. SHHREE
BURMEEE (METEFERL) . EFNEEE. EREEE. REMHE

4 &
(1) BEIREXTEIEH
(2) =% L—TOhEBYFELED
(3) ZDih

5 BEHE
(1) EIREXEFTHERICONT

EHR. BEEXEADLPCER 1 -1 RUEN1 —2ICEDETHBASIALER, BET

ERfThht=,

FHEERE. ULTOEEY,

- ESREXEFTHEROERAMOEL I LZHMEMNICREIZLICRET 5, REH
BRICEREINATOWAMAT I LUNDOEBHRIALAI VA —Ry b EDT—2 Y —R
DERETERNG VIR ZITo>-TLED, Ff-. ERNGREERLEARE LT, #
HBAKH TGS FEEARIOFTBRAZRE L THSFLTLEIRIIIIDONT,
ARREOMMEEEL. KBEL TV AFEAMALFEHRALOEBNEDREELNL
BMLTWLWAMFzv o LTWED, HIZIE. BEYNBXOEEEFHIL. FEHT
DAVTY FER=—RIZTI Ty FZEHIFLTWLEN, FBOEWL T FTY
FEEDEBEY I LTWLWEHDD,

SHEAHHCFERALOTF VIR, BERTEORICEEHELREZLTLD
N, BIZIE. BEEPLEXIIOVWT, BAREZAXRLTVWSDEEAEFHETHR
BLUNIE WS, FRAEIS22H4G0. REMLESCEAL TR, —BREEYL
EHMXETHA, EXREVMEIREENSLARLTVED, FEHAETHL-D. ARD

1



FEANEELL, thOT—2 &L LTI, ERAMAOCERORKRNLEEED I REHRZE
FALTWS, £, 8AT 4220 EEFVTVWSIHITEREASZELH D,

BB EDY —EREEHRARZESRELFERTERAL TV DAKEICA
Fr—DDARTELELWNEEZDLN, RABETARIATVIEBOEERSNT
X, EIRELFTHRHBOERIZET+HLEDOH,

SH—EREEXPARAELREZFEALTCOAEVERE LTIE., —DEHEFOEE Y.
EBOENMHESESATVWENSETHD, MAT. KIELRHEAZFOEFRICK
YU —ERXREXHRAETERREOBRIICKELHEENELCLTWVL-HEHAELH
FTOABWI EPARBHOBENH S,

- EIREXFTHEHRINGZYMIACEHSIATLSO., RERLENHLIVEIFE
LTSN, BERLIZOWTIEREF LT &0, HIZ, ERICDOLTIE.
FMALTWAT Y OEHEN., FELALERTON., £, HBEAHKIFITRELT
FEAMAZFERAT A ELICONTIR, Y—ERXREETIE., £ELHBEOREBMHD
HdH, MBBELELTIHNSVDOTEAEVD, SEOY—EXEERTORBEDE
MEEFEZ. BAPEOTIL—F4—L VWS KELEHICOVTIE., BRZHNTT
BAMICRETRBENH DTS5,

- EIREXTHEHNORERLIZE, EFMEO—RFEFHICELTLILHEZRTEDOBER
PRETHD, Y—EXREEMIAOME. WREICOVTIK, AR LHBAL TED
TW3EZAHTHDIN., 2HRMEHEEEORRICY->TERHAZESD) —5F—
vyTdDb e, EESHT—IOERIEETH D,

—EWMEBEFEALE. ERMHIELIYVILAAMORALIZEDSELEZEFES>NKLLDT
FEULhAd, CORH. TEIREFEITHEHKICOVT., EROERL G HBEERE
AEDOER. ABRREBFEZ DD, THRERBFRCPRBMT—20EREED. F
BALAERMDRALIZESD S, HELBELTIEESH,

(ERDFLED)

- EBRHEHIERE LV ESN oL OO —ERFHOARRHNGEBEVWTEER
MEMTTHAC D TRPERFHEIZES THIMFEL (B)] F. () EBY &
5, TRAEXANLGEZA (R)]. . HERHOBBRREZEH T X DO DOITHEE
BHROCRB T —24DERZEOERAURUFEEDORALICES EREHZHLH L%
N—RIZBET D,

(2) T—F20 T L—TOhEBY FELEHIZTONT
EBRNILEBEH2 - 1ICHIDEMYFLODEREIZONT, BH2-—2(CHDZ
INFETOEBRBRICOVTEHHAIAIZ, BERLEEN THNIT,
FHREREIUTOEEY,
BEEL VY R-FHRABZRAVEEREEL OB ROSHT ITEWVWT, RUTa Y
TJELBSTVARHLDODOMBVEEDKSIZT HH,
—EZRAEZOREFHROFRAICOVTIE, BMEELNTER 29 FEFICETITEHFET
HdIihn, EBRKRZBEZTCEET S,

2



SSFEERICRTFETHL-O, BT LERRTHRELRL,

(ERDODFELD)
CETEREEDESY . TERWEEWEEWS T ETERELRL,

(4) D
AKBDERZHRFA. FEIRNEXTEHEH OBBATZEEL, FEOER%®
Bi-LT, RERMEEEHELLT. JIIFERINSEARFERKICHREIAD N
BERIni,

Lk

<XE BBEMHZERELE ERO-HEREEOTELEHY >

it



	（１）第３次産業活動指数について
	主な質疑は、以下のとおり。
	・第３次産業活動指数の有用性の更なる向上を継続的に図ることに同意する。現在作成に使用されている統計データ以外の業務統計やインターネット上のデータソースの活用を図れないか検討を行っているか。また、具体的な精度向上方策として、供給側統計ではなく需要側統計や労働統計を代替して推計している系列について、推計結果の付加価値と、代替している需要側統計や労働統計との変動がどの程度かい離しているかチェックしているか。例えば、廃棄物処理業の生産活動は、労働統計のインプットをベースにアウトプットを推計しているが、労働...
	→需要側統計や労働統計とのチェックは、基準改定の際に基準数量を精査をしているが、例えば、廃棄物処理業について、毎月数値を公表しているのは毎月勤労統計調査以外にないため、使用せざるを得ない。廃棄物処理量に関しては、一般廃棄物は各市区町村が、産業廃棄物は環境省が公表しているが、年単位であるため、月次の使用が難しい。他のデータとしては、業界統計や業界の代表的な企業のＩＲ情報を利用している。また、毎月データをいただいている独立行政法人等もある。
	・総務省のサービス産業動向調査を第３次産業活動指数で活用していくのが改善に向けた一つの方策ではないかと考えるが、同調査で公表されている業種の標章区分では、第３次産業活動指数の作成には不十分なのか。
	→サービス産業動向調査結果を使用していない理由としては、一つは御指摘のとおり、業種分類が細分化されていないことである。加えて、大幅な調査方法等の変更によりサービス産業動向調査結果の時系列に大きな断層が生じているため季節調整がかけられないことや公表時期の問題がある。
	・第３次産業活動指数はかなり細かく集計されているため、精度向上が難しいとは理解しているが、精度向上については検討していただきたい。特に、金融については、利用しているマクロ指数が、活動レベルを表すのか。また、供給側統計に代替して需要側統計を使用することについては、サービス産業では、生産と消費の同時性もあるため、問題としては小さいのではないか。今後のサービス産業統計の整備の動向を踏まえ、部門分類やデフレーターという大きな課題については、時間をかけて抜本的に見直す必要があるだろう。
	・第３次産業活動指数の精度向上には、各府省の一次統計に生じている諸課題の解決が必要である。サービス産業統計の統合、拡充については、統計局と協力して進めているところであるが、全体的な諸課題の解決に当たっては統計委員会のリーダーシップのもと、関連統計データの整備が重要である。
	→議論を踏まえると、基幹統計化よりも有用性の向上に努めるとしたほうがよいのではないか。このため、「第３次産業活動指数について、作成の基礎となる関連統計調査の整備、改善状況を踏まえつつ、行政記録情報や民間データの活用を含め、更なる有用性の向上に努める。」などと整理してはどうか。
	《座長のまとめ》
	・基幹統計化は難しいと分かったもののサービス統計の体系的な整備において重要な位置付けであることから「次期基本計画における取扱い（案）」は、（案）どおりとする。「同基本的な考え方（案）」、は、関連統計の整備状況を踏まえつつ行政記録情報や民間データの活用を含め有用性及び精度の向上には引き続き努めることをベースに整理する。
	（２）ワーキンググループの中間取りまとめについて
	事務局から資料２－１に基づき取りまとめの構成案について、資料２－２に基づきこれまでの審議結果について説明された後、質疑応答が行われた。
	主な質疑は以下のとおり。
	《座長のまとめ》
	・全て原案のとおり、了承いただいたということで整理したい。
	（４）その他

